
かきつばた 発行：N O . 2 0 1 8 2019年12月29日 2020年1月5日合併号 日本共産党知立市議団 知立市牛田町牛田境26－5

公共施設の使用料等に消費税分を転化・値上げこれで

いいのか

地球温暖化で自然災害が続発。日本でも

台風15・19号等で甚大な被害です。現状で

は今世紀末に産業革命前に比べ大気温が３

度上昇、生命存続の危機に。CO２削減にむ

け、石油等の化石燃料由来のエネルギーか

ら自然エネルギーへの転換は待ったなしです。

市は2019年度、太陽光発電設備設置単独補助金を廃止。

日本共産党は12月議会、太陽光発電は知立市の自然エネル

ギー普及の柱であり、廃止は政策判断の誤りと指摘、補助

金復活を要求しました。市は「復活の考えはない」と拒否。

地球温暖化対策に逆行する対応は大問題です。

市は、12月議会に議員の期末

手当を0.05月に引上げる条例を

提案。市は「人事院勧告にかん

がみ、市議会議員の期末手当を

引上げる」と説明しました。

日本共産党の質疑で、議長35,960円、副議

長30,885円、議員29,362円に引上げることが

明らかになりました。日本共産党は引上げに

反対しましたが、他会派はこぞって賛成しま

した。

議員の期末手当引上げに

日本共産党以外は賛成

知立市の自然エネルギー普及の柱

太陽光パネル設置単独補助の復活を

地球温暖化対策に逆行・太陽光発電補助廃止は問題
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◆全ての子どもによりよい幼児教育・保育の

無償化の実現を求める陳情

◆安全・安心の医療・介護に実現のため夜勤

改善と大幅増員を求める陳情

◆75歳以上の医療費患者負担２割への引き上

げをはじめこれ以上の患者窓口負担増の計画

中止について国に意見書提出を求める陳情
◆若い人も高齢者も安心できる年金制度につ

いて国に意見書を求める陳情


